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「I’m under the Sky」では故郷の広島が世界ではHiroshimaであったことや、「I’m Her」では台湾にて檳
榔売りの女性に扮装しての同性からの視線を浴びることで性差についての考察も行った。自身の制作につい
て分析することを基本にしながらも「作られた視点」として視線の導かれ方や、他者となった自画像や自己
    
 
と一体となった他者、そして内側と外側、見えること見えない事など、様々に視点の在り方を国内外の作家
18名ほどの作品について分析し、自身の制作の分析とともに比較検討した。 
そして作品は、長い一脚に取り付けられたビデオカメラによる自身を含めた路上の記録であり、東京、パ
リ、イスタンブール、ソウル、台北という、都市の路面に下西が立ち1時間ほど立ち続けて記録されたもので
ある。下西は混雑した路上に立ち続け通行する人々は、下西に対して反応する者もいれば、全く意に介さな
い者も多い。それぞれの都市によって微妙に反応が違う。整然とした印象もあれば、猥雑な印象を持つもの
もある。いずれも第3の目としてのカメラによる記録として、下西の存在によって人の動きがアフォードされ、
町の確固とした特質が浮かび上がった。論文も作品もいずれも高評価で博士号取得に相応しい高評価を得た。 
